
月額の支給額 月額の支給額

５,６００円

５月 ５,６００円

５,６００円

７月 ５,６００円

⇒
５,６００円

１月 ５,６００円

２月 ５,６００円

７月 ５,６００円

８月

９月

１２月

３月

６月

５月 ５,６００円

６月 ５,６００円

３月

１１月

４万４,４００円

時限措置
により

１０月

１月 ５,６００円

２月 ５,６００円

５,６００円

４月 ５,６００円４万４,４００円

３月

４月

３万７,２００円

３万７,２００円

５,６００円

９月 ５,６００円

１０月 ５,６００円

１１月 ５,６００円

１２月 ５,６００円

５,６００円

５,６００円

５,６００円

３万７,２００円

３万７,２００円

８月 １万２,８００円

３万７,２００円

３万７,２００円

１月

５,６００円

２月

月額の支給額

９月

４万４,４００円⇒３万７,２００円

８月 ５,６００円

３万７,２００円１２月

３万７,２００円１１月

１０月

１万２,８００円

　【平成２９年８月～平成３０年７月までの１年間】

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

　　４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４万４,４００円

４月

１か月の上限額 １か月の上限額

月額
「上限額」
の変更
により

１か月の上限額

例：　世帯の１か月の利用者負担額が５万０,０００円で、利用者負担額の「上限額」が、３万７,２００円から、４万４,４００円になった場合で、１年間の合計が、
４４万６,４００円（３万７,２００円×１２か月）から、５３万２,８００円（４万４,４００円×１２か月）になるが、時限措置により、差額分の８万６,４００円が、あとから支給される場合

【平成２８年８月～平成２９年７月までの１年間】

３万７,２００円

３万７,２００円

３万７,２００円７月

⇒

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

１万２,８００円

３万７,２００円

５月

６月

　高額介護（予防）サービス費とは、１か月に利用する介護保険サービスの世帯の利用者負担額が、高額にならないように、
利用者負担額が「上限額」を超えた場合に、超えた額を支給するものである。

高額介護（予防）サービス費

平成２９年８月から、住民税課税世帯の「上限額」が、一部引き上げられたことに伴い、３年間の時限措置として、
１年を通して負担が増えないようにする措置が設けられた。

１か月の上限額 １か月の上限額

１万２,８００円 ５,６００円

　　　　【平成２９年７月まで】 　【平成２９年８月から】月額の支給額 月額の支給額

例：　世帯の１か月の利用者負担額が５万０,０００円で、利用者負担額の「上限額」が、３万７,２００円から、４万４,４００円になった場合

激変緩和の
時限措置

（資料５１－１）

年
額
の
上
限
額
を
超
え
た
金
額
（支
給
額
）

高額介護（予防） 高額介護（予防）

利用者負担額 ５３万２,８００円

－年額の上限額 ４４万６,４００円

＝年額の支給額 ８万６,４００

円

月額の支給額 ６万７,２００円

＋年額の支給額 ８万６,４００円

＝合計の支給額 １５万３,６００円

月額の支給額

１万２,８００円 × １２か月

＝ 年額の支給額 １５万３,６００円

月額の支給額

５,６００円 × １２か月

＝合計の支給額 ６万７,２００円

月額

年額

１年間の上限額

＋

月額＋年


